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不
況
打
開
・
く
ら
し
と
雇
用
守
る

十
二
月
五
日
〜
六
日

春
闘
討
論
集
会

壮
大
な
国
民
春
闘
を

討
論
集
会
に
は
、
一
七
〇
人
が
参
加
。
特
別

報
告
で
中
小
企
業
家
同
友
会
の
斉
藤
さ
ん
は
、

「
大
企
業
の
横
暴
の
も
と
で
は
、
企
業
内
努
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
要
求

の
一
致
点
で
労
働
者
と
経
営
者
が
共
同
し
て
た

た
か
う
こ
と
が
大
切
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

年
新
春
大
学
習
会

99
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知知知知
事事事事
選選選選
勝勝勝勝
利利利利
へへへへ
決
起
決
起
決
起
決
起

恒
例
と
な
っ
た
愛
労
連
の
新
春
大
学
習
会
。

二
宮
厚
美(

神
戸
大)

さ
ん
と
大
木
一
訓(

労
問

研)

さ
ん
を
講
師
に
、
地
域
か
ら
の
春
闘
、
世

、

。

界
と
日
本
の
経
済
を
ど
う
見
る
か

な
ど
学
習

あ
わ
せ
て
、
目
前
に
迫
っ
た
知
事
選
挙
勝
利

を
め
ざ
す
決
起
集
会
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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く
ら
し
・
雇
用
を
守
る

愛
知
総
行
動

春
の
二
・
二
六
愛
知
総
行
動
に
続
い
て
、
全

労
連
が
秋
闘
の
十
一
・
六
、
九
九
春
闘
の
二
・

二
五
の
総
行
動
を
提
起

「
消
費
税
を
せ
め
て

。

三
％
に
、
医
療
・
年
金
の
改
悪
反
対
、
銀
行
へ

の
六
〇
兆
円
や
め
て
、
く
ら
し
に
ま
わ
せ
、
小

渕
内
閣
は
国
民
の
声
を
聞
け
、
不
況
打
開
、
く

ら
し
・
雇
用
・
福
祉
を
守
れ
」
と
と
り
く
ん
だ

十
一
・
六
総
行
動
は
、
二
五
地
域
労
連
が
早
朝

宣
伝
、
行
政
機
関
へ
の
要
請
、
署
名
宣
伝
、
夜

の
集
会
な
ど
終
日
行
動(

秋
闘
で
は
初
の
全
県

総
行
動)

を
展
開
。
県
で
は
愛
知
県
や
、
通
産

局
、
銀
行
な
ど
十
一
ヶ
所
に
緊
急
雇
用
対
策
や

貸
し
渋
り
な
ど
の
改
善
を
求
め
る
要
請
を
。
ま

た
、
同
時
に
栄
小
公
園
で
は
年
金
者
組
合
を
中

心
と
し
た
座
り
込
み
や
、
小
渕
内
閣
に
対
す
る

怒
り
の
Ｆ
ａ
ｘ
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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住
民
投
票
運
動
で

藤
前
干
潟
埋
め
立
て
断
念

「
藤
前
干
潟
の
埋
め
立
て
を
や
め
、
全
面
保

存
す
る
こ
と
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例

制
定
請
求
署
名
を
一
月
二
二
日
本
請
求
。
署
名

数
は
一
〇
二
五
九
八
筆
で
し
た
。

，

二
五
日
夜
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
マ
ス
コ
ミ

は
い
っ
せ
い
に
「
藤
前
干
潟
埋
め
立
て
断
念
」

を
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
全
国
に
伝
え
ま
し
た
。
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写真は、6･21補助金カット反対１日行動
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たたたた
たたたた
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いいいい
にににに

幅
広
い
「
共
同
」
の
前
進

9 9年99年99年99年度度度度
1998.９～1999.８

新
し
い
組
合
が
愛
労
連
加
入
〉

〈

人

通
信
労
組

十
一

(

通
信
産
業
労
働
組
合
愛
知
支
部)

一
九
九
八
年
十
二
月
五
日
再
結
成

※
愛
労
連
第
二
〇
回
定
期
大
会
で
承
認
。
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打
っ
て
で
て
ア
ピ
ー
ル

目
に
見
え
る
行
動

二
・
二
五
愛
知
総
行
動

九
九
春
闘
は
、
朝
日
新
聞
が
「
逆
風
の
中
で

春
闘
本
格
化
」
と
報
道
し
た
二
・
二
五
総
行
動

を
は
じ
め
、
賃
上
げ
闘
争
、
不
況
に
便
乗
し
た

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
を
許
さ
な
い
た
た
か

い
、
西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク(

七
ヶ
所)

で
の
労
働
相

談
一
一
〇
番
、
大
企
業
本
位
の｢
規
制
緩
和｣

に

反
対
す
る
労
使
共
同
行
動
、
消
費
税
減
税
を
求

め
る
合
同
宣
伝
な
ど
展
開
。
ま
た
、
知
事
選
の

争
点
と
な
っ
た
県
の
補
助
金
カ
ッ
ト
・
福
祉
切

り
捨
て
反
対
の
共
同
行
動
も
す
す
め
ま
し
た
。

県
知
事
選
挙

二
・
七

影
山
健
候
補
が
八
〇
万
票

「
財
政
危
機
の
も
と
で
の
万
博
・
空
港
は
、

」「

」

見
直
し
・
中
止
を

福
祉
・
教
育
の
充
実
を

「

」

。

県
政
転
換
の
流
れ
大
き
く

の
訴
え
に
共
感

陸
海
陸
海
陸
海
陸
海
空空空空
の
関
の
関
の
関
の
関
連連連連

労労労労
組組組組

11119999

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対
を
ア
ピ
ー
ル

「
立
場
の
違
い
を
越
え
て
行
動
す
る
」
と
上

部
団
体
の
違
い
を
こ
え
た
共
同
を
、
中
央
に
続

9 9春9 9春9 9春9 9春闘闘闘闘４/2４/2４/2４/2 8888

き
愛
知
で
も
。
ま
た
、
公
立
病
院
・
医
療
関
係

(

自
治
労
連
愛
知
・
病
院
部
会
、
医
労
連
、
県

職
、
名
市
大
な
ど)

の
共
同
ア
ピ
ー
ル
。

五
月
二
一
日
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
対
す

る
人
、
み
ん
な
集
ま
れ
、
と
東
京
・
明
治
公
園

で
開
か
れ
た
「
ス
ト
ッ
プ
戦
争
法
！
全
国
大
集

会
」
に
は
五
万
人
が
結
集
。
愛
知
か
ら
六
〇
〇

人(

愛
労
連
二
〇
〇
人)

が
参
加
し
ま
し
た
。

第第第第
三三三三
〇
期
〇
期
〇
期
〇
期
地地地地
労
委
労
委
労
委
労
委
裁
判
裁
判
裁
判
裁
判

「
実
質
勝
利
」
の
判
決

地
労
委
民
主
化
会
議
が
十
年
の
た
た
か
い
で

か
ち
と
っ
た
判
決
は
、
連
合
独
占
の
問
題
点
を

明
確
に
指
摘
し
、
今
後
の
委
員
選
任
に
向
け
て

「
労
働
運
動
の
潮
流
・
系
統
」
を
考
慮
し
た
多

様
な
選
任
と

「
任
命
基
準
の
作
成
・
公
表
」

、

を
求
め

「
よ
り
多
く
の
労
組
・
労
働
者
に
支

、

持
さ
れ
る
合
理
的
な
選
任
」
が
な
さ
れ
る
よ
う

異
例
の
注
文
を
つ
け
て
、
全
国
・
各
県
で
た
た

か
う
仲
間
を
大
き
く
励
ま
し
ま
し
た
。
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補
助
金
カ
ッ
ト
許
す
な

共
同
行
動
に
一
〇
〇
〇
人

充
実
こ
そ
県
民
の
願
い

愛
労
連
や
障
害
者
三
団
体
・
社
保
協
な
ど
、

こ
れ
ま
で
運
動
し
て
き
た
団
体
が
共
同
行
動
実

行
委
員
会
を
つ
く
り

「
補
助
金
カ
ッ
ト
の
中

、

」

、

止
を
求
め
る

・

一
日
行
動

を
と
り
く
み

６

21

労
働
者
・
障
害
者
を
中
心
に
一
一
〇
〇
人
が
参

加
、
座
り
込
み
や
デ
モ
、
県
庁
要
請
行
動
、
波

状
的
な
知
事
要
請
な
ど
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

この１年間で
解決した争議

①医労連
愛治病院労働組合

②運輸一般 豊栄支部
③運輸一般 溝口運輸
④運輸一般 日通岐阜運輸
⑤地域労組きずな
東洋学園分会

⑥銀産労愛知県支部
(中京セキュリティー)

⑦豊橋農業協同組合労組
⑧過労死裁判
1)柏木・基金支部
2)森下・美濃かしわ

自
自
公
・

サ
ッ
チ
ィ
・
ミ
ッ
チ
ィ
戦
争

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
・
Ｊ
Ｃ
Ｏ
・
商
工
ロ
ー
ン
・
二
〇
〇
〇

年
問
題
・
国
境
な
き
医
師
団
・
厚
底
ブ
ー
ツ
・
メ

ル
友
・
低
温
関
係
・
プ
チ
家
出
・
介
護
保
険

世世世世

相相相相
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